
モノづくりの発展を
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

と
産
業
界
が
、
中
小

規
模
の
工
業
炉
の
さ
ら
な
る
高
効
率
化
を
目
指
し
た
研
究
で
成
果
を
出
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
２
０
０
９
年
度
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
新
技
術
開
発
事
業
」
で
採
択
さ

れ
、

年
９
月

日
ま
で
の
１
年
間
の
事
前
研
究
と
し
て
東
京
ガ
ス
が
実
施
し
た

「
中
小
型
の
次
世
代
高
効
率
工
業
炉

ハ
イ
パ
ー
工
業
炉

」
の
研
究
だ
。
研
究
全

体
で
は
目
標
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

％
に
対
し
て
、
研
究
成
果

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

果

と
し
て
、
算
術
平
均

・
９
％
の
達
成
見
込
み
を
得
た
。
ハ
イ
パ
ー
工
業
炉
の

研
究
は
今
後
実
用
化
に
向
け
た
研
究
開
発
の
段
階
に
移
行
す
る
。

中
小
型
の
次
世
代
高
効
率
工
業
炉

省エネ効果．９％達成見込み東京ガスなど、協力体制で実機製作へ

　　 ２０１１年 平成２３年 １月２６日 水曜日 【広告特集】 （ ）

　
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支

え
て
い
る
中
小
規
模
の
工
業

炉
は
、
一
つ
ひ
と
つ
は
小
容

量
で
も
、
数
が
多
く
、
産
業

分
野
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

多
消
費
設
備
と
な
っ
て
い

る
。
産
業
分
野
で
は
大
幅
な

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
進
ん
で
い

る
も
の
の
、
中
小
型
工
業
炉

は
小
規
模
で
あ
る
た
め
、
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
せ

ず
、
低
い
熱
効
率
の
も
の
も

多
い
。

　
そ
う
し
た
中
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

は

年
度
に
「
産
業
分
野
に

お
け
る
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
合
理
化
技
術
に
関
す
る

調
査
」
を
実
施
し
た
。
今

後
、
日
本
が
戦
略
的
に
産
業

分
野
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推

進
す
る
た
め
に
、
優
先
的
に

検
討
す
べ
き
技
術
開
発
対
象

と
し
て

中
小
型
の
次
世
代

高
効
率
工
業
炉

産
業
用
高

効
率
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

液
化

天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

冷
熱

の
有
効
利
用
シ
ス
テ
ム
―
の

３
テ
ー
マ
を
抽
出
し
、
そ
の

現
状
と
課
題
を
調
査
し
た
。

　
中
小
型
の
次
世
代
高
効
率

工
業
炉
に
つ
い
て
は
、
ア
ル

ミ
溶
解
炉
、
鉄
鋼
浸
炭
炉
、

鉄
鋼
鍛
造
加
熱
炉
の
３
種
類

の
炉
を
選
定
し
、
委
員
会
と

作
業
部
会
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
炉
に
お
け
る
技
術
開
発

課
題
を
抽
出
し
た
。

　
ア
ル
ミ
溶
解
炉
の
技
術
課

題
と
し
て
は
、
電
磁
撹
拌
に

よ
る
湯
温
の
均
一
化
な
ど
６

件
が
示
さ
れ
た
。
鉄
鋼
浸
炭

炉
に
つ
い
て
は
、
燃
焼
式
と

電
気
加
熱
式
の
両
方
を
組
み

合
わ
せ
た
最
適
温
度
制
御
技

術
の
開
発
な
ど

件
の
課
題

が
集
ま
っ
た
。
鉄
鋼
鍛
造
加

熱
炉
に
つ
い
て
は
、
誘
導
加

熱
用
の
高
性
能
耐
火
チ
ュ
ー

ブ
の
開
発
な
ど
５
件
の
課
題

が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
炉
種
に

共
通
し
た
課
題
と
し
て
、
高

性
能
断
熱
材
に
よ
る
炉
体
放

熱
損
失
の
低
減
、
酸
素
燃
焼

に
よ
る
効
率
改
善
な
ど
が
挙

が
っ
た
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
継
続
し

て
研
究
す
る
た
め
、
東
京
ガ

ス
が
提
案
者
と
な
っ
た
「
中

小
型
の
次
世
代
高
効
率
工
業

炉

ハ
イ
パ
ー
工
業
炉

の

事
前
研
究
」
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の

年
度
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
革

新
技
術
開
発
事
業
で
採
択
さ

れ
た
。

　
ハ
イ
パ
ー
工
業
炉
の
事
前

研
究
は
、
中
小
規
模
の
工
業

炉
の
さ
ら
な
る
高
効
率
化
を

目
指
し
、
革
新
的
か
つ
具
体

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理

化
技
術
に
つ
い
て
技
術
開
発

の
可
能
性
と
そ
の
効
果
の
検

証
、
課
題
の
抽
出
を
６
点
の

要
素
技
術
に
焦
点
を
当
て
て

実
施
し
た
。

　
６
点
の
研
究
を
個
別
に
み

る
と
、

　

１

「
高
性
能
断
熱
材

の
検
証
に
よ
る
炉
体
放
熱
損

失
低
減
」
で
は
、
低
減
目
標

３
―

％
に
対
し
て
、
ア
ル

ミ
炉
、
バ
ッ
チ
式
加
熱
炉
、

誘
導
炉
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
果
を
試
算
し
、
１
―

％

の
低
減
と
な
っ
た
。
セ
ラ
ミ

ッ
ク
フ
ァ
イ
バ
ー

Ｃ
Ｆ

系
断
熱
材
料
の
低
コ
ス
ト

化
、
真
空
断
熱
隔
壁
構
造
開

発
が
課
題
に
上
が
っ
た
。

　

２

「
端
部
損
失
の
少

な
い
高
効
率
電
気
ヒ
ー
タ
ー

の
検
討
」
で
は
、
低
減
目
標

３
―
５
％
に
対
し
て
、
端
子

形
状
変
更
で
３
％
低
減
を
実

現
。
端
子
構
造
の
低
コ
ス
ト

開
発
、
傾
斜
材
な
ど
ヒ
ー
タ

ー
材
料
開
発
を
課
題
に
し
て

い
る
。

　

３

「
酸
素
燃
焼
に
よ

る
排
出
ガ
ス
損
失
の
低
減
」

で
は
、
低
減
目
標

―

％

に
対
し
て
、
通
常
空
気
燃
焼

の
場
合

％
の
酸
素
濃
度

を
、

％
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
率

％
を
達
成
し
た
。
現

状
で
は
工
業
炉
に
見
合
う
酸

素
発
生
装
置
が
な
い
た
め
、

安
価
で
効
率
の
高
い
酸
素
発

生
装
置
の
開
発
が
課
題
と
な

る
。

　

４

「
廃
熱
回
収
に
よ

る
総
合
効
率
の
向
上
」
で

は
、
低
減
目
標

―

％
に

対
し
て
約

％
低
減
に
相
当

す
る
回
収
が
可
能
と
な
っ

た
。
た
だ
普
及
の
た
め
に
は

シ
ス
テ
ム
簡
素
化
、
低
コ
ス

ト
化
技
術
の
開
発
が
課
題
だ

と
い
う
。

　

５

「
誘
導
炉
用
耐
火

チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
冷
却
損
失

の
低
減
」
で
は
、

％
程
度

の
低
減
目
標
に
対
し
て
無
水

冷
で
の
損
失
低
減
は
４
・
５

％
。
コ
イ
ル
径
変
更
で

％

低
減
と
な
っ
た
。
実
用
化
に

向
け
て
は
耐
久
性
の
確
認
が

必
要
と
な
る
。

　

６

「
燃
焼
加
熱
と
電

気
加
熱
の
最
適
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
手
法
の

組
み
合
わ
せ
を
検
討
し
た
。

燃
焼
式
と
電
気
式
の
組
み
合

わ
せ
と
、

１

か
ら

５

ま
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
果
の
適
用
で
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
率

・
５
％
を
想
定
。

実
機
モ
デ
ル
に
よ
る
検
証
が

待
た
れ
る
。

　

６
は
机
上
計
算
だ
が
、

１
か
ら
５
ま
で
は
試
験

デ
ー
タ
で
そ
れ
ぞ
れ
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
率
を
導
い
た
。

　
ま
た

年
時
点
で
市
場
占

有
規
模
が
１
４
０
０
基
の
場

合
、
原
油
換
算
に
よ
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
果
量
を
年
間
５

万
９
３
６
０

と
み
て
い

る
。

　
今
後
、
東
京
ガ
ス
は
事
前

研
究
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

う
な
ど
関
係
の
あ
っ
た
日
本

工
業
炉
協
会
と
協
力
体
制
を

築
き
な
が
ら
、
市
場
性
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
の
高
い
実

機
を
製
作
し
、
実
用
化
を
目

指
す
。
こ
の
た
め
東
京
ガ
ス

と
日
本
工
業
炉
協
会
は
、
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
の

年
度
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
革
新
技
術
開
発
事
業

「
実
用
化
開
発
フ
ェ
ー
ズ
」

助
成
事
業

へ
の
応
募
に

向
け
て
、
検
討
に
入
っ
た
。


